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第35 回年 次大 会〕

c. 児　童 ９月10 日 出 第２会場　 午前10 : 00～11 : 30

C  1 係釘りし･応r-.i^ヽf^ 片肺発心・猿御 こ'ﾌ･＼て
り 糾 良尺^ 死村　 名家jlし耀 ｝
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@ 昨 休t  埓I' 早期I- ヽ哲t  K  ｝どもfc 5 ・･ 発i 遠路 レ，幕因縁 肴の総験 ととも･,こそ

れ い ご'  n 橡萌i: > r` ･£ 狼討 し, 縁肩町縁有め勧 禾k  向題善 い 月いヽにし政ﾚり 汚えぺ。
対象1= 介 友　対 わ'Iしぼ尺阪府 下の公i-俸 肴竹μ 個伸卜 穆西-f け レ幻i 逼 。発恚 の呼え･#

呼暫・粕も式恥知略楕岬衆↓ 妨桁知 二f一') ,  各領域Vト りOしt 算か しK 。各 々め子ども め

根侈禄す（ 回^ 初fi に々 ／図日の呼応 町 絵 い-?半年穆急 しに埓1-パヽツ2 一IS り坪右を か
- fi- ・k  ，fi- ≪` / ず3  19 @ '私　Z 同@  J  ̂!) / 件縁ゑ鴉。 フf  0 8  n ７ りr- なりI

政夜 に吋応 をi>ヽ こ傭 っに 稼 影 七/ ｸμ゙ 琴晨 タう3 午向･こわ 久') ミ惨 し久も めを

姑 果y  % 一祗　 エ.   i 後 わ ヽ月 未満 丿 猿 肴作ト ｘ 暫 しK 子 ど` t/fc-  ̂  （ り 暮1    'I

午探↓ し
集群I  瓦
発恚力棒

炳　 ≒if恥 」「穆濠ヽ」 吋 遥咽楳（ 即 ゆヽ）j　「' 帚縁・露峠「P<o.川 」「 総^&-」/- 石- n マi

0  @ ‘･研£暗い; ユ印@. かぷjA` 3 回 日, f  国a  のすﾔ呻 タヽ値ダエー峯 し乙 一万I　 擢゙鴬り
碍丿 緩織^^f  ，統竹 同I' -  ̂tヽ-?-,1: fi- Vヽ r’I    / (SIB と2 一回り3RB り 二国 § It)で積愈｡ 匹

吼 が下卑i 弟 リ'< I.     ／国B 研え 暗眺P ＆r 心 町 い

捧 柿　2,(0 ）日研 匙鴫ヅ 辰機 織 のpa  がヽ 九よ 孚-4 示（ 靫。午験 引に を 違ﾀ 坑゙ 的 ら几^  （　 ｓ

いい    ’#f  . 勧 約 倣澱 の匹 釦 咋 ずf  降-t 弧 し乱　^t 縁・ 球紆｡」ヒ ’糾奏 」 の顔 面

・1ﾉ ．> 旧回 に 瞳a  岡1- 寮て 桟jや の叫 昿ダ`下冷 しれ 以xﾆｰ ゜狐 摩やヽ 糾 保 膏埓乳t り

it 町1) ■ヽfiむヽ 糾ft| ｔ レ7, い をとﾚ うヽ こ七 。でグ 呑ダ ，衿吏 り^  齢 ヒ外 史・･緩火t  ^  (りI- 叶

h れ'i 老 乏 のえJv 町根膨 仙 味 有 縁答 。影tレレを遠八-T-今橋 浹町 し乙 ヽく 騨要 伊あ ふと考

える。

C  2 a ■ 興 両国問の親 手綱係をめく` t 比較研 既

大敵φ たり

目的　 日本£稗 国に あ` ･する小 蓼H め 親の農 青嵐　 晨 令態良 い ｀啓)i のpsycho-soa)genrc

aspects を明 らかに に 両羞 を比 較　 巌 討 しな 力<5 , 驀 青概 ．雇 有態戻 及び-3- ど 七のF 戸0-

socTogenic aspects   `乙の ヵ` か かリ 乞調｀,  親 手間係 のあ'μ を撮s ．

方宏　 小学故4  ,    5 .    6 昇 唯(D)児童>C その親 を対 象に ，贅問諏域 で'行な った:.   PI査煮は

親 旧,   ^ で` も 用かh  鳥っ てあヽ ') , 芭の内 賂Id; 0　 輯 そ:爪 ぞ≪.の冊 國酷に↓こっ て構 欣され て

い 為.

仙 薬　山 坂 の着 有鎚:  叛 を対 象に した親 の晨咳 鎚 としっ け厩 につい てQ  ■ 韓両回 のり

を比較．検 討 し肴 柘 粟,   同じ傾 向を認幻 う 耽＆項 目 七少 な<  な いヵC , 親の-3-ど も に｢ 期椅

す§理狸ﾕ 粍 の''  副£目標 ユな どに つい て明譲な 塊 い/J＼' み弓肌だ. その進 川 凱 両 閲 の

丈化,  杜 会的 庸悳 の進い が 反眺 してい る 乙考えら れi ． おre, 厦 の｢ しつIt に つﾚ に の咆

他丿-3- r'e につし t の｢ 満 £洙 」　「`期綺 。i' 孝歴｣ をし て｢ しつlすの 芙際 いr^ どの知 こあ`

il て七い くつ ヵヽ の魂 い力Kit出さ爪 だ．　 叫 手と't かうS.fc 親 孚関係： 親 の魅 凰 のa ・韓 比

靴 を砥 み牝t こ6  , 趾 の蚤.t に対 す-^ 不満 尺匹 両親 閑の 手£･り こ対 々5   ,!. や鴛動 のみ

' 斂 に 朽ヽいt  I亀 韓 国 の親 皺a  本の視4-       I  優 ましい艇 手明係 Ｓ詩n    乙 卜 親 の手とt  に

対 オ-I 期椅,  干渉,  心配,  溺愛,  蒼軋, 矛盾の鯉,農指 鷹 に わヽいては ，日 本の親 が韓 国の親

ぶり胡1 しｏ親 手 関係 乞埓'  で丿 に　 ≪片 ど 七Ops 呻0 一虹 明e ゛( a肺ct 引こ-y i＼で:  伯i.

洸li  日本の 孚ごt によﾆ')好 まし い碩 向が'みう 爪 ，こ匪 に対 しト韓li  の手巴･tf)  こ り好 友し

い 態/I  は,  紅 砿嵯,  豪団 への参 加,  肩更 牲.  肩 乙統 制,  公か らヽ ご あっre.


